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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月22日(2011.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源および水素化物反応器であって、
　新規な水素種および新規形態の水素を含む組成物を形成する、原子水素の触媒作用のた
めの反応セルと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽と、
　真空ポンプと、
　前記反応槽と連通した源からの、原子水素源と、
　水素触媒源であって、前記触媒を形成する元素（複数を含む）と少なくとも他の１種の
元素とを含む少なくとも１種の反応物質の固体燃料反応混合物を含む前記反応槽と連通し
、前記源から前記触媒が形成される、水素触媒源と、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記槽を加熱して前記反応槽内で前記触媒の形
成を開始させるための加熱器であって、それによって原子水素の前記触媒作用が、水素原
子の触媒作用の間水素１モルあたり約３００ｋＪを超える量のエネルギーを放出する、加
熱器と、を備える電源および水素化物反応器。
【請求項２】
　水素種および新規形態の水素を含む組成物を形成する、原子水素の触媒作用のためのエ
ネルギーセルと、水素触媒源と、原子水素源とを備え、それによって前記水素触媒源は、
水素および少なくとも他の１種の元素を有する少なくとも１種の反応物質を含み、
　前記少なくとも１種の反応物質は、放出されたエネルギーが、生成物の化学量または元
素組成を有する化合物の標準生成エンタルピーと、前記少なくとも１種の反応物質の生成
エネルギーとの差よりも大きくなるように反応する、請求項１に記載の電源および水素化
物反応器。
【請求項３】
　前記水素触媒源は、水素および少なくとも他の１種の元素を有する少なくとも１種の反
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応物質を含み、
　前記少なくとも１種の反応物質は、任意の反応した水素を置換するエネルギーを標準値
として、放出されたエネルギーが生成物から前記少なくとも１種の反応物質を再生するた
めに必要な理論標準エンタルピーよりも大きくなるように反応する、請求項１に記載の電
源および水素化物反応器。
【請求項４】
　放出されたエネルギーが、生成物の化学量または元素組成を有する化合物の標準生成エ
ンタルピーと、反応物質の生成エネルギーとの差よりも大きくなるように反応する水素お
よび少なくとも他の１種の元素の反応物質を含む、請求項１に記載の電源および水素化物
反応器。
【請求項５】
　任意の反応した水素を置換するエネルギーを水素の燃焼に対する標準値として、放出さ
れたエネルギーが、生成物から反応物質を再生するために必要な理論標準エンタルピーよ
りも大きくなるように反応する水素および少なくとも他の１種の元素の反応物質を含む、
請求項１に記載の電源および水素化合物反応器。
【請求項６】
　前記触媒は、約
【数１】

および
【数２】

のうちの１つの整数単位で、原子水素からエネルギーを受け取ることができる、請求項１
に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項７】
　前記触媒は、原子またはイオンＭを含み、前記原子またはイオンＭそれぞれからの
【数３】

電子の連続体エネルギー準位へのイオン化は、前記
【数４】

電子のイオン化エネルギーの和が近似的に
【数５】

および
【数６】

（式中、
【数７】
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は整数である）のうちの１つであるように行われる、請求項１に記載の電源および水素化
物反応器。
【請求項８】
　触媒原子Ｍは、原子Ｌｉ、Ｋ、およびＣｓの群のうちの少なくとも１つである、請求項
７に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項９】
　前記触媒源は、触媒原子の二原子分子を含む、請求項８に記載の電源および水素化物反
応器。
【請求項１０】
　前記反応混合物は、Ｌｉ、Ｋ、Ｃｓ、およびＨの群のうちの１つを含む、原子触媒およ
び原子水素の源としての第１の反応物質を含み、
　前記反応混合物は、少なくとも他の１種の反応物質をさらに含み、前記原子水素および
原子触媒は、少なくとも１種の第１の反応物質および少なくとも他の１種の反応物質の反
応により形成される、請求項８に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項１１】
　前記触媒源は、ＭＨ（式中Ｍは触媒原子である）を含み、少なくとも他の１種の元素を
含む種との反応により、前記源から原子触媒が形成される、請求項１０に記載の電源およ
び水素化物反応器。
【請求項１２】
　Ｍ－Ｈ結合の解離、および連続体エネルギー準位までの原子Ｍそれぞれからの
【数８】

電子のイオン化は、結合エネルギーと前記
【数９】

電子のイオン化エネルギーの和が近似的に
【数１０】

および
【数１１】

（式中、
【数１２】

は整数である）のうちの１つであるように行われる、二原子分子ＭＨを前記触媒が含むこ
とを特徴とする請求項１に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項１３】
　前記触媒源は、水素および別の元素を含む二原子分子を生成する反応を含む、請求項１
２に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項１４】
　前記触媒は、水素および水素以外の元素を含む、請求項１３に記載の電源および水素化
物反応器。
【請求項１５】
　前記触媒および反応物質原子水素源は、水素および別の元素を含む二原子分子を含む、
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請求項１４に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項１６】
　前記触媒は、分子ＡｌＨ、ＢｉＨ、ＣｌＨ、ＣｏＨ、ＧｅＨ、ＩｎＨ、ＮａＨ、ＲｕＨ
、ＳｂＨ、ＳｅＨ、ＳｉＨ、およびＳｎＨのうちの少なくとも１つを含む、請求項１５に
記載の電源および水素化物反応器。
【請求項１７】
　前記触媒の元素（複数を含む）、別の元素、および、前記触媒の組成と同じ組成である
が物理的状態が触媒の物理的状態とは異なる組成物のうちの少なくとも１つを含む、請求
項１に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項１８】
　前記触媒源は、水素および水素以外の別の元素を含む、請求項１に記載の電源および水
素化物反応器。
【請求項１９】
　前記反応混合物は、触媒または触媒源、および原子水素または原子水素（Ｈ）源を含み
、前記触媒および原子水素のうちの少なくとも１つは、前記反応混合物の少なくとも１種
、または２種以上の反応混合物種間の化学反応により放出される、請求項１に記載の電源
および水素化物反応器。
【請求項２０】
　前記触媒原子Ｍは、Ｌｉ、Ｋ、Ｃｓ、およびＮａの群のうちの少なくとも１つであり、
前記触媒は、原子Ｌｉ、Ｋ、およびＣｓ、ならびに分子ＮａＨである、請求項１９に記載
の電源および水素化物反応器。
【請求項２１】
　前記反応混合物は、ＭがＬｉ、Ｎａ、Ｋ、またはＣｓであるときに、ＭＡｌＨ４、Ｍ３

ＡｌＨ６、ＭＢＨ４、Ｍ、Ｍ３Ｎ、Ｍ２ＮＨ、ＭＮＨ２、ＮＨ３、Ｈ２、ＭＮＯ３、Ｍ／
Ｎｉ、Ｍ／Ｔａ、Ｍ／Ｐｄ、Ｍ／Ｔｅ、Ｍ／Ｃ、Ｍ／Ｓｉ、およびＭ／Ｓｎ、の群の合金
または化合物のうちの少なくとも１つと、および解離剤と、を含む、請求項２０に記載の
電源および水素化物反応器。
【請求項２２】
　前記触媒源は、ＮａＨ触媒源を含み、前記ＮａＨ源は、Ｎａの合金または化合物であり
、水素源である、請求項２１に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項２３】
　前記反応混合物は、ＮａＨ源と反応してＮａＨ触媒を形成する１種以上の化合物と、少
なくとも１つの前記ＮａＨ触媒源と、を含み、
　前記反応混合物は、Ｎａ、ＮａＨ、アルカリまたはアルカリ土類水酸化物、水酸化アル
ミニウム、アルカリ金属、アルカリ土類金属、ＮａＯＨドープＲ－Ｎｉ、ＮａＯＨ、Ｎａ

２Ｏ、およびＮａ２ＣＯ３、の少なくとも１つと、並びに、ＮａＮＨ２、Ｎａ２ＮＨ、Ｎ
ａ３Ｎ、Ｎａ、ＮａＨ、ＮＨ３、金属、金属水素化物、ランタニド金属、ランタニド金属
水素化物、ランタン、水素化ランタン、Ｈ２、および解離剤の群からの少なくとも１種と
、を含む、請求項２２に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項２４】
　前記反応混合物は、ＮａＨ分子およびＮａＨ分子源のうちの少なくとも１つを含み、そ
れによりＮａＨ分子は、
【数１３】

（式中、
【数１４】
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は、１を超える整数、好ましくは２から１３７である）により与えられるＨ状態を形成す
るための触媒として機能し、
　前記ＮａＨ分子源は、
　　（ａ）Ｎａ金属、原子Ｎａ、水素源、原子水素、およびＮａＨ（ｓ）、
　　（ｂ）還元性物質を含むＮａＨを形成するためのＮａＯＨおよび反応物質を含むＲ－
Ｎｉ、ならびに
　　水素源のうちの少なくとも１つを含む、請求項２３に記載の電源および水素化物反応
器。
【請求項２５】
　原子ナトリウムおよび分子ＮａＨのうちの１つが、金属、イオン、または分子形態のＮ
ａと、少なくとも他の１種の化合物または元素との間の反応により提供され、
　前記ＮａまたはＮａＨ源は、金属Ｎａ、ＮａＮＨ２、ＮａＯＨ、ＮａＸ（Ｘはハロゲン
化物である）、およびＮａＨ（ｓ）のうちの少なくとも１つであり、
　前記他の元素は、Ｈ、置換剤、または還元剤である、請求項２３に記載の電源および水
素化物反応器。
【請求項２６】
　前記反応混合物は、
　（１）ナトリウム源、
　（２）担体材料、
　（３）水素源、
　（４）置換剤、および
　（５）還元性物質または還元剤のうちの少なくとも１つを含む、請求項２３に記載の電
源および水素化物反応器。
【請求項２７】
　前記ナトリウム源は、Ｎａ、ＮａＨ、ＮａＮＨ２、ＮａＯＨ、ＮａＯＨ被覆Ｒ－Ｎｉ、
ＮａＸ（Ｘはハロゲン化物である）、およびＮａＸ被覆Ｒ－Ｎｉを含み、
　前記還元性物質または還元剤は、アルカリ金属、アルカリ土類金属、ランタニド、から
選ばれる金属、Ｔｉ、アルミニウム、Ｂ、から選ばれる遷移金属、ＡｌＨｇ、ＮａＰｂ、
ＮａＡｌ、ＬｉＡｌ、から選ばれる金属合金、アルカリ土類ハロゲン化物、遷移金属ハロ
ゲン化物、ランタニドハロゲン化物、ハロゲン化アルミニウムから選ばれる還元剤との組
合せで若しくは単体での金属源、ＬｉＢＨ４、ＮａＢＨ４、ＬｉＡｌＨ４、またはＮａＡ
ｌＨ４、から選択される金属水素化物、および、アルカリまたはアルカリ土類金属、Ａｌ
Ｘ３、ＭｇＸ２、ＬａＸ３、ＣｅＸ３、およびＴｉＸｎ（式中Ｘはハロゲン化物、好まし
くはＢｒまたはＩである）から選ばれる酸化性物質、並びに、Ｒ－Ｎｉの金属間のアルカ
リ金属、のうちの少なくとも１つを含み、
　前記水素源は、Ｈ２ガスおよび解離剤および水素化物を含み、
　前記置換剤は、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アルカリ金属水素化物、およびアル
カリ土類金属水素化物のうちの少なくとも１つを含み、
　前記担体は、Ｒ－Ｎｉ、Ａｌ、Ｓｎ、γ、β、またはαアルミナから選ばれるＡｌ２Ｏ

３、アルミネート、アルミン酸ナトリウム、アルミナナノ粒子、多孔質Ａｌ２Ｏ３、Ｐｔ
、Ｒｕ、またはＰｄ／Ａｌ２Ｏ３、炭素、ＰｔまたはＰｄ／Ｃ、Ｎａ２ＣＯ３から選ばれ
る無機化合物、Ｍ２Ｏ３（Ｍ＝Ｌａ、Ｓｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｔｂ、Ｇｄ、およびＥｒである
）から選ばれるランタニド酸化物、Ｓｉ、シリカ、シリケート、ゼオライト、Ｙゼオライ
ト粉末、ランタニド、遷移金属、Ｎａとのアルカリおよびアルカリ土類金属合金から選ば
れる金属合金、希土類金属、ＳｉＯ２－Ａｌ２Ｏ３またはＳｉＯ２担持Ｎｉ、アルミナ担
持白金、パラジウム、およびルテニウムのうちの少なくとも１つから選ばれる他の担持金
属、の少なくとも１つを含み、
　前記解離剤は、ラネーニッケル（Ｒ－Ｎｉ）、貴重金属または貴金属は、Ｐｔ、Ｐｄ、
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Ｒｕ、Ｉｒ、およびＲｈであってよいところ貴重金属または貴金属、および、担体が、Ｔ
ｉ、Ｎｂ、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、およびこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つで
あってよいところ担体上の貴重金属または貴金属、炭素上ＰｔまたはＰｄ、水素スピルオ
ーバー触媒、ニッケル繊維マット、Ｐｄシート、Ｔｉスポンジ、ＴｉまたはＮｉスポンジ
またはマット上に電気メッキされたＰｔまたはＰｄ、ＴｉＨ、ＰｔブラックおよびＰｄブ
ラック、モリブデンおよびタングステンから選ばれる耐熱金属、ニッケルおよびチタンか
ら選ばれる遷移金属、ニオブおよびジルコニウムから選ばれる内部遷移金属、タングステ
ンまたはモリブデンから選ばれる耐熱金属、のうちの少なくとも１つを、含み、そして、
解離金属が、高温で維持され得る、請求項２６に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項２８】
　電源および水素化物反応器であって、
　新規な水素種および新規形態の水素を含む組成物を形成するための、原子水素の触媒作
用のための反応セルと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽と、
　真空ポンプと、
　前記反応槽と連通した源からの、原子水素源と、
　前記反応槽と連通した水素触媒Ｍ源であって、触媒それぞれからの
【数１５】

電子の連続体エネルギー準位へのイオン化は、
【数１６】

電子のイオン化エネルギーの和が近似的に
【数１７】

および
【数１８】

（式中、
【数１９】

は整数である）のうちの１つであるように行われる、水素触媒Ｍ源と、
　触媒がまだ存在しない場合には、前記触媒源から触媒を形成する反応混合物と、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記槽を加熱して前記反応槽内で前記触媒形成
の反応およびハイドリノ反応のうちの少なくとも１つを開始させるための加熱器であって
、触媒された原子Ｈが、水素原子の触媒作用の間水素１モルあたり約３００ｋＪを超える
量のエネルギーを放出する、加熱器と、を備える電源および水素化物反応器。
【請求項２９】
　前記触媒原子Ｍは、原子Ｌｉ、Ｋ、およびＣｓの群のうちの少なくとも１つである、請
求項２８に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項３０】
　電源および水素化物反応器であって、
　新規な水素種および新規形態の水素を含む組成物を形成するための、原子水素の触媒作
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用のための反応セルと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽と、
　真空ポンプと、
　前記反応槽と連通した源からの、原子水素源と、
　前記反応槽と連通した、原子Ｌｉ、Ｋ、およびＣｓ触媒の群の少なくとも１つの源と、
　触媒がまだ存在しない場合には、前記原子触媒源から原子触媒を形成する反応混合物と
、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記槽を加熱して前記反応槽内で原子Ｌｉ、Ｋ
、およびＣｓ触媒のうちの少なくとも１つの形成を開始させるための加熱器であって、Ｈ
との触媒反応が、水素原子の触媒作用の間水素１モルあたり約３００ｋＪを超える量のエ
ネルギーを放出する、加熱器と、を備える電源および水素化物反応器。
【請求項３１】
　電源および水素化物反応器であって、
　新規な水素種および新規形態の水素を含む組成物を形成するための、原子水素の触媒作
用のための反応セルと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽と、
　真空ポンプと、
　ＭＨを含む前記反応槽と連通した水素触媒源であって、Ｍ－Ｈ結合の解離、および連続
体エネルギー準位までの原子Ｍそれぞれからの
【数２０】

電子のイオン化は、結合エネルギーと前記
【数２１】

電子のイオン化エネルギーの和が近似的に
【数２２】

および
【数２３】

（式中、
【数２４】

は整数である）のうちの１つであるように行われる、水素触媒源と、
　分子ＭＨがまだ存在しない場合には、前記分子ＭＨ源から前記分子ＭＨを形成する反応
混合物と、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記槽を加熱して前記反応槽内で分子ＭＨの形
成を開始させるための加熱器であって、分子ＭＨは、水素原子の触媒作用の間水素１モル
あたり約３００ｋＪを超える量のエネルギーを放出して反応する水素触媒およびＨ源とし
て機能する、加熱器と、を備える電源および水素化物反応器。
【請求項３２】
　前記反応槽と連通した源からの原子水素源をさらに含む、請求項３１に記載の電源およ
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び水素化物反応器。
【請求項３３】
　ＭＨは、ＡｌＨ、ＢｉＨ、ＣｌＨ、ＣｏＨ、ＧｅＨ、ＩｎＨ、ＮａＨ、ＲｕＨ、ＳｂＨ
、ＳｅＨ、ＳｉＨ、およびＳｎＨの群からの少なくとも１つを含む、請求項３２に記載の
電源および水素化物反応器。
【請求項３４】
　電源および水素化物反応器であって、
　新規な水素種および新規形態の水素を含む組成物を形成するための、原子水素の触媒作
用のための反応セルと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽と、
　真空ポンプと、
　前記反応槽と連通した分子ＮａＨ源と、
　分子ＮａＨがまだ存在しない場合には、前記分子ＮａＨ源から分子ＮａＨを形成する反
応混合物と、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記槽を加熱して前記反応槽内で分子ＮａＨの
形成を開始させるための加熱器であって、分子ＮａＨは、水素原子の触媒作用の間水素１
モルあたり約３００ｋＪを超える量のエネルギーを放出して反応する水素触媒およびＨ源
として機能する、加熱器と、を備える電源および水素化物反応器。
【請求項３５】
　前記反応槽と連通した源からの原子水素源をさらに含む、請求項３４に記載の電源およ
び水素化物反応器。
【請求項３６】
　前記反応混合物は、Ｎａおよび約０．５重量％のＮａＯＨを含むＲ－Ｎｉを含み、Ｎａ
は還元性物質として機能する、請求項３４に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項３７】
　電力プラントであって、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された少なくとも１つの反応槽と、
　前記反応槽と連通した真空ポンプと、
　前記反応槽と連通した第１の水素原子源と、
　前記反応槽と連通した触媒源と、を含む反応混合物と、
　触媒反応を開始させるための加熱器と、
　前記反応混合物を再生するための手段と、
　電力変換器と、を備える電力プラント。
【請求項３８】
　前記変換器は、前記反応槽と連通した蒸気発生器と、前記蒸気発生器と連通した蒸気タ
ービンと、前記蒸気タービンと連通した発電器とを備える、請求項３７に記載の電力プラ
ント。
【請求項３９】
　前記新規な水素種および新規形態の水素を含む組成物は、
　（ａ）少なくとも１つの中性、正、または負の増加結合エネルギー水素種であって、
　　（ｉ）対応する通常の水素種の結合エネルギーよりも大きい、または
　　（ｉｉ）対応する通常の水素種が、該通常の水素種の結合エネルギーが周囲条件下で
の熱エネルギーよりも小さいもしくは負であるために、不安定である、または観察されな
い任意の水素種の結合エネルギーより大きい、結合エネルギーを有する水素種と、
　（ｂ）少なくとも他の１種の元素と、を含む、請求項１に記載の電源および水素化物反
応器。
【請求項４０】
　前記化合物は、増加結合エネルギー水素種が、（ａ）通常の水素化物イオンの結合エネ
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ルギー（約０．８ｅＶ）よりも大きい結合エネルギーを有する水素化物、（ｂ）約１３．
６ｅＶより大きい結合エネルギーを有する水素原子、（ｃ）約１５．３ｅＶより大きい第
１の結合エネルギーを有する水素分子、および（ｄ）約１６．３ｅＶより大きい結合エネ
ルギーを有する分子水素イオンからなる群から選択されることを特徴とする、請求項３９
に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項４１】
　前記化合物は、増加結合エネルギー水素種が、
　（ａ）約
【数２５】

（式中、ｐは整数である）の結合エネルギーを有する水素原子、
　（ｂ）ｐ＝２から２３までに対する通常の水素化物イオンの結合エネルギー（約０．８
ｅＶ）よりも大きい結合エネルギーであり、ｐ＝２４に対する通常の水素化物イオンのそ
れよりも小さく、ここで、その水素化物イオンは、約３、６．６、１１．２、１６．７、
２２．８、２９．３、３６．１、４２．８、４９．４、５５．５、６１．０、６５．６、
６９．２、７１．６、７２．４、７１．６、６８．８、６４．０、５６．８、４７．１、
３４．７、１９．３、および０．６９ｅＶの結合エネルギーを持つが、
約
【数２６】

（式中、
【数２７】

は、１を超える整数であり、
【数２８】

であり、
【数２９】

は、パイであり、
【数３０】

は、プランク定数バーであり、
【数３１】

は、真空の透磁率であり、
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【数３２】

は、電子の質量であり、
【数３３】

は、
【数３４】

（式中、
【数３５】

は、陽子の質量である）で与えられる減少した電子の質量であり、
【数３６】

は、水素原子の半径であり、
【数３７】

は、ボーア半径であり、
【数３８】

は、電気素量である）の結合エネルギーを有する、増加結合エネルギー水素化物イオン（
【数３９】

）、
　（ｃ）増加結合エネルギー水素種
【数４０】

、
　（ｄ）約
【数４１】

（式中、



(11) JP 2010-532301 A5 2011.6.16

【数４２】

は整数である）の結合エネルギーを有する、増加結合エネルギー水素種トリハイドリノ分
子イオン
【数４３】

、
　（ｅ）約
【数４４】

の結合エネルギーを有する、増加結合エネルギー水素分子、
　（ｆ）約
【数４５】

の結合エネルギーを有する、増加結合エネルギー水素分子イオン、および
　（ｇ）Ｈが正に荷電しているときにｎが１より大きいことを条件として、ｎが正の整数
である、
【数４６】

、 
【数４７】

、および
【数４８】

からなる群から選ばれる増加結合エネルギー水素、からなる群から選択される、請求項４
０に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項４２】
　前記触媒は、
【数４９】

（式中、
【数５０】
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は整数である）または
【数５１】

（式中、
【数５２】

は１を超える整数であり、４００未満である）の正味エンタルピーを提供する化学的また
は物理的プロセスと、
【数５３】

電子のイオン化エネルギーの和が近似的に
【数５４】

（式中、
【数５５】

は整数である）または
【数５６】

（式中、
【数５７】

は１を超える整数であり、
【数５８】

は整数であり、
【数５９】

は４００未満である）であるような、原子、イオン、分子、およびイオン性または分子化
合物から選ばれる関与種からの連続体エネルギー準位までの
【数６０】

電子のイオン化により提供される、触媒系と、
　１つのイオンから別のイオンへの
【数６１】
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電子の移動は、正味反応エンタルピーを提供し、電子供与イオンのイオン化エネルギーか
ら電子受容イオンのイオン化エネルギーを差し引いた和は、近似的に
【数６２】

（式中、
【数６３】

は整数である）または
【数６４】

（式中、
【数６５】

は１を超える整数で、
【数６６】

は整数で、
【数６７】

は４００未満である）と等しくなるように、関与イオン間の
【数６８】

電子の移動により提供される、触媒系と、
【数６９】

（式中、
【数７０】

は整数である）または
【数７１】

（式中、
【数７２】
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は１を超える整数である）の正味エンタルピーを提供することができ、また約
【数７３】

（式中、
【数７４】

は整数である）の結合エネルギーを有する水素原子を形成することができ、結合エネルギ
ーと
【数７５】

電子のイオン化エネルギーの和が、近似的に
【数７６】

（式中、
【数７７】

は整数である）または
【数７８】

（式中、
【数７９】

は１を超える整数である）であるように、触媒の分子結合の解離、および解離した分子そ
れぞれの原子からの
【数８０】

電子の連続体エネルギー準位までのイオン化により、前記正味エンタルピーが提供される
ような、原子水素の触媒系と、
【数８１】

および
【数８２】
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のうちの少なくとも１つを吸収して
【数８３】

にイオン化される２つの水素原子であって、
【数８４】

【数８５】

（ここで、全体的な反応は、
【数８６】

である）、および
【数８７】

【数８８】

（ここで、全体的な反応は、
【数８９】

である）のうちの少なくとも１つにより与えられる、（
【数９０】

）エネルギー準位から（
【数９１】

）および（
【数９２】

）エネルギー準位のうちの少なくとも１つへの原子水素の遷移を触媒する、２つの水素原
子と、
　ハイドリノ原子の準安定励起、共鳴励起、およびイオン化エネルギーのそれぞれが
【数９３】
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であるために、より低エネルギーの水素原子であるハイドリノが触媒として機能する、触
媒不均化反応におけるハイドリノと、
の少なくとも１つを含む、請求項１に記載の電源および水素化物反応器。
【請求項４３】
　Ｌｉ、Ｂｅ、Ｋ、Ｃａ、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ａｓ
、Ｓｅ、Ｋｒ、Ｒｂ、Ｓｒ、Ｎｂ、Ｍｏ、Ｐｄ、Ｓｎ、Ｔｅ、Ｃｓ、Ｃｅ、Ｐｒ、Ｓｍ、
Ｇｄ、Ｄｙ、Ｐｂ、Ｐｔ、Ｋｒ、２Ｈ、Ｈ（１／ｐ）、２Ｋ＋、Ｈｅ＋、Ｎａ＋、Ｒｂ＋

、Ｓｒ＋、Ｆｅ３＋、Ｍｏ２＋，Ｍｏ４＋、Ｉｎ３＋、Ｈｅ＋、Ａｒ＋、Ｘｅ＋、Ａｒ２

＋およびＨ＋、そして、Ｎｅ＋およびＨ＋の群から選択される少なくとも１つの原子また
はイオンの少なくとも１つと組合せて、ＡｌＨ、ＢｉＨ、ＣｌＨ、ＣｏＨ、ＧｅＨ、Ｉｎ
Ｈ、ＮａＨ、ＲｕＨ、ＳｂＨ、ＳｅＨ、ＳｉＨ、ＳｎＨ、Ｃ２、Ｎ２、Ｏ２、ＣＯ２、Ｎ
Ｏ２、およびＮＯ３、の群から選択される少なくとも１つの分子を含む、請求項４２に記
載の電源および水素化物反応器。
【請求項４４】
　電力を生成する方法であって、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽を提供するステップと、
　固体燃料混合物を提供するステップと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を維持するステッ
プと、
　前記反応槽と連通した第１の水素原子源から前記反応槽内に水素原子を提供するステッ
プと、
　原子水素触媒源であって、前記触媒を形成する元素（複数を含む）と少なくとも他の１
種の元素とを含む少なくとも１種の反応物質の反応混合物を含む前記反応槽と連通し、前
記源から前記触媒が形成される、原子水素触媒源を提供するステップと、
　触媒がまだ存在しない、または前記触媒を形成する反応が周囲温度で自然発生しない場
合、前記反応混合物を加熱して、原子触媒源から原子触媒を生成するステップと、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記反応混合物を加熱して、前記反応槽内で原
子水素の触媒作用を開始させるステップであって、原子水素の触媒作用が、水素１モルあ
たり約３００ｋＪを超える量のエネルギーを放出するステップと、を含む方法。
【請求項４５】
　前記触媒は、原子Ｌｉ、Ｋ、Ｃｓの少なくとも１つである、請求項４４に記載の方法。
【請求項４６】
　電力を生成する方法であって、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を含有するように
構築および構成された反応槽を提供するステップと、
　大気圧よりも低い、それと等しい、またはそれよりも高い範囲の圧力を維持するステッ
プと、
　分子水素触媒源であって、前記触媒を形成する元素（複数を含む）と少なくとも他の１
種の元素とを含む少なくとも１種の反応物質の反応混合物を含む前記反応槽と連通し、前
記源から前記触媒が形成される、分子水素触媒源を提供するステップと、
　触媒がまだ存在しない、または前記触媒を形成する反応が周囲温度で自然発生しない場
合、前記反応混合物を加熱して、分子触媒源から分子触媒を生成するステップと、
　反応が周囲温度で自然発生しない場合、前記反応混合物を加熱して、前記反応槽内で原
子水素の触媒作用を開始させるステップであって、原子水素の触媒作用が、水素１モルあ
たり約３００ｋＪを超える量のエネルギーを放出するステップと、を含む方法。
【請求項４７】
　前記反応槽と連通した第１の水素原子源から前記反応槽内に水素原子を提供するステッ
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プをさらに含む、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記触媒は、分子ＮａＨである、請求項４６に記載の方法。
【請求項４９】
　前記反応槽内でＮａＯＨを還元性物質と反応させて分子ＮａＨを形成するステップをさ
らに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　（１）ナトリウム源、
　（２）担体材料、
　（３）水素源、
　（４）置換剤、および
　（５）還元性物質または還元剤のうちの少なくとも１つを反応させて分子ＮａＨを形成
するステップをさらに含む、請求項４８に記載の方法。
【請求項５１】
　前記ナトリウム源は、Ｎａ、ＮａＨ、ＮａＮＨ２、ＮａＯＨ、ＮａＯＨ被覆Ｒ－Ｎｉ、
ＮａＸ（Ｘはハロゲン化物である）、およびＮａＸ被覆Ｒ－Ｎｉを含み、
　前記還元性物質または還元剤は、アルカリ金属、アルカリ土類金属、ランタニド、Ｔｉ
をもって選択される遷移金属、アルミニウム、Ｂ、ＡｌＨｇ、ＮａＰｂ、ＮａＡｌ、Ｌｉ
Ａｌをもって選択される金属合金、から選択される金属、アルカリ土類ハロゲン化物、遷
移金属ハロゲン化物、ランタニドハロゲン化物、ハロゲン化アルミニウムをもって選択さ
れる還元剤と組み合わせた或いは金属単体の源、ＬｉＢＨ４、ＮａＢＨ４、ＬｉＡｌＨ４

、またはＮａＡｌＨ４をもって選択される金属水素化物、ならびに、アルカリまたはアル
カリ土類金属、ＡｌＸ３、ＭｇＸ２、ＬａＸ３、ＣｅＸ３、およびＴｉＸｎ（式中Ｘはハ
ロゲン化物、好ましくはＢｒまたはＩである）をもって選択される酸化性物質、並びに、
Ｒ－ＮｉのＡｌ金属間化合物のうちの少なくとも１つを含み、
　前記水素源は、Ｈ２ガスおよび解離剤および水素化物を含み、
　前記置換剤は、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アルカリ金属ハロゲン化物、アルカ
リ土類金属ハロゲン化物の少なくとも１つを含み、
　大表面積を持つ担体が、源から分子ＮａＨを生成するのに好ましい高い表面積を持つ担
体は、Ｒ－Ｎｉ、Ａｌ、Ｓｎ、γ、β、またはαアルミナをもって選択されるＡｌ２Ｏ３

、アルミネート、アルミン酸ナトリウム、アルミナナノ粒子、多孔質Ａｌ２Ｏ３、Ｐｔ、
Ｒｕ、またはＰｄ／Ａｌ２Ｏ３、炭素、ＰｔまたはＰｄ／Ｃ、Ｎａ２ＣＯ３をもって選択
される無機化合物、Ｍ２Ｏ３（Ｍ＝Ｌａ、Ｓｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｔｂ、Ｇｄ、およびＥｒで
ある）をもって選択されるランタニド酸化物、Ｓｉ、シリカ、シリケート、ゼオライト、
Ｙゼオライト粉末、ランタニド、遷移金属、Ｎａ２ＣＯ３をもって選択される無機化合物
、Ｍ２Ｏ３（Ｍ＝Ｌａ、Ｓｍ、Ｄｙ、Ｐｒ、Ｔｂ、Ｇｄ、およびＥｒである）をもって選
択されるランタニド酸化物、Ｓｉ、シリカ、シリケート、ゼオライト、Ｙゼオライト粉末
、ランタニド、遷移金属、Ｎａとのアルカリおよびアルカリ土類合金、希土類金属、Ｓｉ
Ｏ２－Ａｌ２Ｏ３またはＳｉＯ２担持Ｎｉをもって選択される金属合金、および、アルミ
ナ担持白金、パラジウム、およびルテニウムのうちの少なくとも１つをもって選択される
他の担持金属、のうち少なくとも１つを含み、
　前記解離剤は、ラネーニッケル（Ｒ－Ｎｉ）、貴重金属または貴金属、および担体上の
貴重金属または貴金属のうちの少なくとも１つを含み、前記貴重金属または貴金属は、Ｐ
ｔ、Ｐｄ、Ｒｕ、Ｉｒ、およびＲｈであり得、そして、前記担体は、Ｔｉ、Ｎｂ、Ａｌ２

Ｏ３、ＳｉＯ２、およびこれらの組み合わせのうちの少なくとも１つを含み、
　炭素上ＰｔまたはＰｄ、水素スピルオーバー触媒、ニッケル繊維マット、Ｐｄシート、
Ｔｉスポンジ、ＴｉまたはＮｉスポンジまたはマット上に電気メッキされたＰｔまたはＰ
ｄ、ＴｉＨ、ＰｔブラックおよびＰｄブラック、モリブデンおよびタングステンをもって
選択される耐熱金属、ニッケルおよびチタンをもって選択される遷移金属、ニオブおよび
ジルコニウムをもって選択される内部遷移金属、ならびに、タングステンまたはモリブデ
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ンをもって選択される耐熱金属、そして、解離金属が、高温で維持され得る、請求項５０
に記載の方法。
【請求項５２】
　前記槽から反応生成物を除去するステップと、前記反応生成物の少なくとも一部から前
記触媒源を再生するステップとをさらに含む、請求項４４または４６に記載の方法。
【請求項５３】
　前記放出されたエネルギーを電気エネルギーに変換するステップをさらに含む、請求項
４４または４６に記載の方法。
【請求項５４】
　前記水素触媒源は、水素および少なくとも他の１種の元素を有する少なくとも１種の反
応物質を含み、
　前記少なくとも１種の反応物質は、放出されたエネルギーが、生成物の化学量または元
素組成を有する化合物の標準生成エンタルピーと、前記少なくとも１種の反応物質の生成
エネルギーとの差よりも大きくなるように反応する、請求項４４または４６に記載の方法
。
【請求項５５】
　前記水素触媒源は、水素および少なくとも他の１種の元素を有する少なくとも１種の反
応物質を含み、
　前記少なくとも１種の反応物質は、任意の反応した水素を置換するエネルギーを標準値
として、放出されたエネルギーが生成物から前記少なくとも１種の反応物質を再生するた
めに必要な理論標準エンタルピーよりも大きくなるように反応する、請求項４４または４
６に記載の方法。
【請求項５６】
　放出されたエネルギーが、生成物の化学量または元素組成を有する化合物の標準生成エ
ンタルピーと、反応物質の生成エネルギーとの差よりも大きくなるように反応する水素お
よび少なくとも他の１種の元素を提供するステップを含む、電力を生成するための方法。
【請求項５７】
　任意の反応した水素を置換するエネルギーを水素の燃焼に対する標準値として、放出さ
れたエネルギーが、生成物から反応物質を再生するために必要な理論標準エンタルピーよ
りも大きくなるように反応する水素および少なくとも他の１種の元素を提供するステップ
を含む、電力を生成するための方法。
【請求項５８】
　前記反応混合物を調製または再生するステップをさらに含み、調製または再生は、機械
的混合または分離、溶融、濾過、水素化、脱水素化、分解、蒸着、蒸発、気化、および昇
華、およびボールミル粉砕のステップのうちの少なくとも１つにより達成される、請求項
４４または４６に記載の方法。
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